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１．資料や統計データを活用してみよう 

レポートを書くときには、ただ自分が伝えたいこと（自論）を主張するだけではよいレポ

ートになりません。客観的な資料や統計データを引用することで、説得力が生まれ、内容も

わかりやすくなります。 

 

 

例：（Ａ）電気自動車の年間販売台数は増えている。 

 

（Ｂ）電気自動車の年間販売台数は、2010 年は 6983 台だったのが、2015 年には 13282

台と増えている。（『日本国勢図会 2017／18』） 

 

 この例では、（Ａ）（Ｂ）両方とも「電気自動車の販売台数が増えている」ことが言いたい

のですが、（Ｂ）のように統計データを加えることによって、より説得力が増します。 

 このように、客観的な事実を示す統計データを使うことで、読み手も正確な判断ができる

ようになり、レポートの信頼性がアップするのです。 

 

 

 

２．統計を探してみる 

 さまざまな機関が、多種多様な統計を公表しています。その中からいくつか紹介します。 

 

『なるほど統計学園高等部』

（http://www.stat.go.jp/koukou/） 

 総務省統計局が公開している中高生向けの統計サイト。 

 統計資料だけでなく、統計に関する知識や統計の分析の

方法などもあります。 

 

 

『政府統計の総合窓口 e-Stat』 

（https://www.e-stat.go.jp/） 

 政府の各府省がホームページ上で提供して

いる統計資料を検索できる便利なサイトです。 

 

インターネットで統計や白書を活用しよう 
～レポートに説得力が増します～ 
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３．白書を探してみる 

 白書は、政府の各府省が作成した、社会の実態や政策の現状をまとめたものです。  本

として出版されていますが、多くの白書が各府省のホームページで全文公開されています。 

 見たい白書が決まっているときは、「○○白書」と検索サイトを直接検索してみると見つけ

ることができます。いくつかの白書を見たいときは、以下のサイトを利用すると便利です。 

 

『電子政府の情報窓 e-Gov』 

（http://www.e-gov.go.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各府省の白書のリンク集が出てきます 

 

 

 

 

「府省や行政に関する情報」の 

「カテゴリ別行政情報案内」から

「政策」をクリック 

 

 

「白書、年次報告書等」をクリック 

 


